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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信手段と、
　前記アプリケーションごとに定められた第１の課金情報を取得する手段と、
　前記アプリケーションを実行する携帯端末装置ごとに定められた課金情報であって、前
記通信手段により送受信されるデータの通信量と対応付けられた第２の課金情報を取得す
る手段と、
　前記第１の課金情報、及び、前記第２の課金情報とから前記アプリケーションの使用に
係る課金の形態を判定する手段と、
　前記課金の形態に応じて、前記アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する
表示情報の属性を決定する手段と、
　を備える携帯端末装置。
【請求項２】
　前記通信手段により送受信されるデータの通信量から積算された積算通信量を計測する
手段をさらに備え、
　前記課金の形態を判定する手段は、前記アプリケーションの実行中の前記積算された積
算通信量に応じて前記データの通信量と対応付けられた前記第２の課金情報に係る課金の
状態を判定する、請求項１に記載の携帯端末装置。
【請求項３】
　前記アプリケーションの実行中の前記積算された積算通信量に基づいて算出された課金
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額を、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と
同じ表示画面に表示する描画処理部をさらに備える、請求項２に記載の携帯端末装置。
【請求項４】
　前記描画処理部は、さらに、前記アプリケーションの実行を停止する操作ボタンを、前
記表示情報の属性を判定する手段で判定された表示情報と共に表示されるアイコン画像、
または、アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と同
じ表示画面に表示する、請求項３に記載の携帯端末装置。
【請求項５】
　前記表示情報は、前記表示画像、または、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受
信されたデータを表示する表示画像を囲む色枠であり、前記表示情報の属性は前記色枠に
配色される色種別である、請求項１から４の何れか一項に記載の携帯端末装置。
【請求項６】
　コンピュータが、
　アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信ステップと、
　前記アプリケーションごとに定められた第１の課金情報を取得するステップと、
　前記アプリケーションを実行する携帯端末装置ごとに定められた課金情報であって、前
記通信ステップにより送受信されるデータの通信量と対応付けられた第２の課金情報を取
得するステップと、
　前記第１の課金情報、及び、前記第２の課金情報とから前記アプリケーションの使用に
係る課金の形態を判定するステップと、
　前記課金の形態に応じて、前記アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する
表示情報の属性を決定するステップと、
　を実行する画面表示方法。
【請求項７】
　コンピュータに、
　アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信ステップと、
　前記アプリケーションごとに定められた第１の課金情報を取得するステップと、
　前記アプリケーションを実行する携帯端末装置ごとに定められた課金情報であって、前
記通信ステップにより送受信されるデータの通信量と対応付けられた第２の課金情報を取
得するステップと、
　前記第１の課金情報、及び、前記第２の課金情報とから前記アプリケーションの使用に
係る課金の形態を判定するステップと、
　前記課金の形態に応じて、前記アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する
表示情報の属性を決定するステップと、
　を実行させるための画面表示プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末装置、画面表示方法及び画面表示プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の、ＩＣＴ（情報通信技術：Information and Communication Technology）の普及
に伴い、スマートフォン、タブレットＰＣ（ＰＣ：Personal Computer）、ＰＤＡ（Perso
nal Data Assistance）といった携帯型の情報処理端末の利用者が増えてきている。携帯
型の情報処理端末（以下、携帯端末と称す）の利用者（ユーザ）は、携帯端末を介してイ
ンターネット（Internet）等に接続し、インターネット上で提供される各種サービスを享
受する。
【０００３】
　携帯端末の利用者は、携帯端末に搭載された、アプリケーション（Application softwa
re、以下、アプリと称す）を起動し実行することにより、該アプリに関連付けられた各種
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サービスを利用する。例えば、携帯端末の利用者は、アプリ実行により、メールの送受信
、ＳＮＳ（Social Networking Service）等に投稿された動画等のコンテンツの閲覧、災
害情報といった配信情報の閲覧、ゲーム等への参加やコンテンツのダウンロード等を行う
ことができる。
【０００４】
　携帯端末の利用者は、例えば、携帯端末の表示画面に表示されたアプリ機能を示す簡単
な絵柄で記号化されたアイコン（icon）に対し、タップ等の操作を行うことにより、各種
アプリの起動・実行を行うことができる。
【０００５】
　なお、本明細書で説明する技術に関連する技術が記載されている先行技術文献としては
、以下の特許文献が存在している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－３４９８８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　携帯端末等に搭載されるアプリケーションには、データ通信に係る課金が発生すると共
に、オンラインゲーム等のように課金が生じるサービスも含まれる。携帯端末等の使い方
に不慣れなユーザがアプリ機能を利用する場合、例えば、携帯端末上に表示されたアイコ
ンがどのようなアプリ機能と関連付けられているかを把握することは困難といえる。特に
、年配のユーザでは、アイコンやアプリ機能の説明を受けても、説明内容を忘れてしまう
ケースがあり、アイコンやアプリ機能についての使用方法等に関する情報を蓄積し難い傾
向にある。以下、アイコンをアプリケーションごとに表示される表示画像という。なお、
表示画像には、アプリケーションの実行に伴い、送受信されたデータを表示する画像も含
む。
【０００８】
　このようなケースでは、ユーザは、表示画像に関連付けられたアプリ機能の情報を有効
に活用することができないといった問題が生じる。例えば、年配のユーザは、アプリ使用
に関する課金発生や不明な課金の発生を懸念してしまうため、アプリ機能を有効に活用で
きない場合があった。また、このようなケースでのアプリ機能の使い方は、年配のユーザ
がよく知っている最低限の表示画像に対する操作が主であり、その他のアプリ機能は利用
されずにいた。
【０００９】
　１つの側面では、本発明は、使い方に不慣れなユーザであっても、アイコン等の表示画
像と関連付けられたアプリ機能の利用を促進する技術の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記技術は、次の携帯端末装置の構成によって例示される。すなわち、携帯端末装置は
、アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信手段と、アプリケーションごと
に定められた第１の課金情報を取得する手段と、アプリケーションを実行する携帯端末装
置ごとに定められた課金情報であって、通信手段により送受信されるデータの通信量と対
応付けられた第２の課金情報を取得する手段と、第１の課金情報、及び、第２の課金情報
とからアプリケーションの使用に係る課金の形態を判定する手段と、課金の形態に応じて
、アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する表示情報の属性を決定する手段
、を備える。
【発明の効果】
【００１１】
　上記の携帯端末装置によれば、使い方に不慣れなユーザであっても、アイコン等の表示
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画像と関連付けられたアプリ機能の利用を促進することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態の携帯端末装置のハードウェア構成例を示す図である。
【図２Ａ】データ通信に係る定額課金方式の説明図である。
【図２Ｂ】データ通信に係る従量課金方式の説明図である。
【図２Ｃ】データ通信に係る２段階の定額課金方式の説明図である。
【図３Ａ】色枠が追加されたアイコンの表示画面例を示す図である。
【図３Ｂ】色枠が追加されたコンテンツの表示画面例を示す図である。
【図３Ｃ】色枠が追加されたコンテンツの表示画面例を示す図である。
【図４】本実施形態の携帯端末装置の機能構成を説明する図である。
【図５】アプリ課金情報テーブル例を示す図である。
【図６】本実施形態の色枠の配色処理を例示するフローチャートである。
【図７】本実施形態の色枠の配色処理を例示するフローチャートである。
【図８】本実施形態の書き込み検出処理を例示するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して、一実施形態に係る携帯端末装置について説明する。以下の実施
形態の構成は例示であり、携帯端末装置は実施形態の構成には限定されない。
【００１４】
　以下、図１から図８の図面に基づいて、携帯端末装置を説明する。
＜実施例１＞
〔装置構成〕
　図１に、本実施形態の携帯端末装置のハードウェアの構成図を例示する。図１の携帯端
末装置１０は、例えば、携帯電話、スマートフォン、タブレットＰＣ（ＰＣ：Personal C
omputer）等の携帯型の情報処理端末装置である。携帯端末装置１０は、無線通信部１１
を介して図示しない通信基地局に接続する。携帯端末装置１０は、接続された通信基地局
を介して他のユーザとの音声による通話機能を有する。また、携帯端末装置１０は、接続
された通信基地局を介してインターネット等のネットワークに接続し、ネットワーク上に
構築された各種サービスサイトとのデータ通信を行う。
【００１５】
　図１に例示の携帯端末装置１０には、携帯端末装置１０の利用者（ユーザ）が実行した
い処理機能を携帯端末装置１０のリソースを使用して実施可能とする、各種アプリケーシ
ョン（Application software、以下、アプリとも称す）が搭載される。各種アプリケーシ
ョンは、アプリ機能を示す簡単な絵柄等で記号化されたアイコン（icon）に対応付けられ
る。携帯端末装置１０は、例えば、各種アプリケーションの搭載時に取得されたアイコン
ファイルの描画情報に基づいてアイコン画像を生成し、生成したアイコン画像を携帯端末
装置１０の表示画面に表示する。アイコン画像の生成は、携帯端末装置１０の描画機能よ
り行われる。携帯端末装置１０のユーザは、表示画面に表示されたアイコンに対し、タッ
プ等の操作を行うことにより、アイコン画像に対応付けられた各種アプリ機能を実行する
。
【００１６】
　携帯端末装置１０のユーザは、各種アプリケーションの実行により、例えば、他のユー
ザとの通話、メールの送受信、インターネット上に提供された各種サービスを享受する。
各種サービスには、例えば、映像、音楽、情報といった各種コンテンツの配信、ゲーム、
ＳＮＳ（Social Networking Service）、各種アプリのダウンロード、ナビゲーション等
が含まれる。
【００１７】
　携帯端末装置１０により利用可能なアプリケーションには、アプリケーションの実行に
より所定の課金が発生するアプリケーションが含まれる。例えば、他のユーザとの通話や
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メール、インターネット等といった通信回線を使用するアプリケーションでは、データ通
信に係る課金が発生する。
【００１８】
　図２に、データ通信に係る課金形態の説明図を例示する。データ通信に係る課金形態は
、例えば、携帯端末装置１０に対して通信サービスを提供する通信業者との契約により決
定される。
【００１９】
　図２Ａは、積算されたパケット数に依らず一定の料金が課せられるデータ通信に係る定
額課金方式の説明図である。図２Ａの課金形態では、積算されたパケット数が増加しても
、加算料金は発生しない。このような課金形態として、例えば、月単位で一定の料金を支
払うことで、契約の範囲のサービスを無制限で受けられるパケット定額といった月額課金
方式が例示できる。図２Ｂは、利用した通信量や回数に応じて料金が課せられる従量課金
方式の説明図である。図２Ｂの課金形態では、積算したパケット数に比例して料金が増加
する。
【００２０】
　図２Ｃの課金形態は、図２Ａの定額課金方式と図２Ｂの従量課金方式とを組み合わせた
２段階定額方式の説明図である。図２Ｃの課金形態では、データ通信に係る積算パケット
数に応じて２段階の定額課金が設定されている。そして、積算パケット数が値Ｂから値Ｃ
に移行する間は、積算パケット数に比例して料金が増加する従量課金方式が設定されてい
る。従って、図２Ｃの課金形態では、積算パケット数が値Ｂを超えない範囲では相対的に
低額な定額料金が課せられ、積算パケット数が値Ｂから値Ｃに至る間は積算パケット数に
応じて料金が増加する。そして、積算パケット数が値Ｃを超えると相対的に高額な定額料
金が課せられることとなる。
【００２１】
　また、データ通信に係る課金以外に、アプリケーションの利用に対して料金が発生する
有料のアプリケーションがあり、例えば、有料のオンラインゲーム、映像配信サービス等
が例示できる。このような有料サービスにおいても定額課金、従量課金、それぞれを組合
せた課金形態が提示できる。なお、例えば、オンラインゲームでは従量課金とは別にアイ
テム課金という方式があり、ゲーム内で利用するアイテム等を購入する都度に料金が課せ
られる。
【００２２】
　このように、携帯端末装置等の使い方に不慣れなユーザ、特に年配のユーザに取っては
、携帯端末装置１０の表示画面に表示された複数のアイコンの中で、どのアイコンのアプ
リケーションでどのような課金が発生するかが判然としない。このため、年配のユーザは
不明な課金を恐れて、主に、よく知っている最低限のアイコンを操作してしまい、その他
のアプリ機能を活用できずにいた。
【００２３】
　本実施形態の携帯端末装置１０は、各種アプリケーションに係る課金情報、携帯端末装
置１０のデータ通信に係る契約情報、積算パケット情報等に基づいて、アプリケーション
使用に係る課金形態を判別する。そして、本実施形態の携帯端末装置１０は、各種アプリ
ケーションに係る課金形態に対応する色枠を、アイコンの表示画面に追加する機能を実現
する。同様に、本実施形態の携帯端末装置１０は、各種アプリケーションに係る課金形態
に対応する色枠を、アプリケーション実行時に閲覧するコンテンツ等を表示する表示画面
に追加する機能を実現する。本実施形態の携帯端末装置１０では、各種アプリケーション
に係る課金形態に対応する色枠を追加することにより、携帯端末装置１０に搭載されるア
プリケーションと課金形態との関係を明確にできる。
【００２４】
　図３Ａに、本実施形態の携帯端末装置１０による、色枠が追加されたアイコンの表示画
面を例示する。図３Ａに例示の表示画面において、アプリａ１，ａ２、ａ３，ａ４は、ア
プリ機能を示すアイコンである。図３Ａの例では、アプリａ１は携帯端末装置１０で使用
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可能な各種アプリケーションを提供する「アプリストア」を示すアイコンである。また、
図３Ａのアプリａ２は携帯機器等を受信対象とする地上デジタル放送を閲覧する「ＴＶ」
アプリケーションを示すアイコンである。また、図３Ａのアプリａ３は通話機能を有する
、他の電話や携帯端末装置等を接続対象とする電話回線へ接続する「電話」アプリケーシ
ョンを示すアイコンである。また、図３Ａのアプリａ４はインターネット等へ接続する「
ＷＥＢ」アプリケーションを示すアイコンである。
【００２５】
　各アイコンは、それぞれのアプリケーションを携帯端末装置１０に搭載する際に取得さ
れたアイコンファイルの描画情報に基づいて、携帯端末装置１０の描画機能を介して生成
された画像である。図３Ａの例では、各アイコンに追加された色枠は矩形状に描画されて
いる。
【００２６】
　本実施形態の携帯端末装置１０は、アイコンを生成する際に、生成されるアイコンに対
応するアプリケーションの使用に係る課金形態を判別し、課金形態に応じて色分けされた
枠情報を生成する。そして、携帯端末装置１０は、生成された枠情報及びアイコンファイ
ルの描画情報に基づいて、色枠が追加されたアイコンを生成する。但し、図３Ａ～３Ｃで
は、色枠の色種別は、塗りつぶしパターンに変えて例示されている。例えば、色種別とし
て青色が施された場合は斜め線のパターン、黄色の場合は点のパターン、赤色の場合は縦
横線のパターン等である。
【００２７】
　図３Ａの表示画面例では、矩形状に描画された各アイコンには、それぞれアイコンを囲
む色枠ｂ１，ｂ２，ｂ３，ｂ４が追加されている。図３Ａに例示の各色枠は、配色された
色種別を識別可能な幅を有している。各色枠に配色される色種別は、それぞれのアイコン
に対応するアプリケーションの課金形態に応じた所定の色種別が配色される。なお、各色
枠に配色される色種別の示すアプリケーションの課金形態は、例えば、あらかじめ携帯端
末装置１０のユーザに通知されるとしてもよい。
【００２８】
　アプリケーションの課金形態に応じた配色例として、例えば、データ通信やメール等の
通信により課金が発生しないアプリケーションでは青色、アプリケーションの利用により
従量課金が発生する可能性がある場合には黄色とする等が提示できる。また、利用に対し
て月額課金が課せられる場合や従量課金状態のアプリケーションには赤色の色枠とするこ
とが提示できる。また、課金形態の判定が難しいアプリケーションや、インターネット閲
覧等の課金の可能性が不明なアイコンは白色の色枠とすることが提示できる。なお、課金
形態の判定が難しいアプリケーションや、インターネット閲覧等の課金の可能性が不明な
アイコンの場合では、色枠をつけない、或いは、無色（透過色）の色枠としてもよい。
【００２９】
　図３Ａの例では、アプリａ１には、例えば、利用に際し月額課金が発生するため赤色（
縦横線の塗りつぶしパターン）の色枠ｂ１が追加されている。アプリａ２では、例えば、
課金が発生しないため青色（斜め線の塗りつぶしパターン）の色枠ｂ２が追加されている
。また、アプリａ３では、例えば、電話使用時間により定額料金を超える可能性があるた
め黄色（点の塗りつぶしパターン）の色枠ｂ３が追加されている。アプリａ４では、例え
ば、インターネット閲覧等の課金の可能性が不明なため無色（透過色）の色枠ｂ４が追加
されている。
【００３０】
　このように、本実施形態の携帯端末装置１０では、アイコンに、アプリケーションに係
る課金形態に対応する色枠が追加されるため、表示された色枠の色種別によって、アイコ
ンに関連付けられたアプリ機能の課金形態を判断することができる。
【００３１】
　なお、図３Ａに例示するように、携帯端末装置１０は、使用中のアプリケーションを停
止する操作ボタンｃ１を、色枠の追加されたアイコンの表示画面に設けるとしてもよい。
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使用中のアプリケーションを停止する操作ボタンｃ１を設けることにより、例えば、携帯
端末等の使い方に不慣れなユーザであっても、簡易に、使用中のアプリケーションに係る
課金状態を停止させることができる。特に、アプリケーションに係る課金状態の止め方の
把握が困難な年配のユーザにとって、表示画面に設けられた操作ボタンｃ１は、視覚的に
判り易く、課金が発生するアイコン操作に対する安心感を与えることができる。年配のユ
ーザの、使用中のアプリケーションに係る課金状態を止める方法が不明であるため、アイ
コンに触りにくいといった傾向を解消することができる。
【００３２】
　図３Ｂ、Ｃに、本実施形態の携帯端末装置１０による、アプリケーション実行時の、色
枠が追加されたコンテンツの表示画面を例示する。図３Ｂは、アプリケーションの利用に
より従量課金が発生する可能性がある場合の表示画面例であり、図３Ｃは、定額課金の範
囲内での使用であり、データ通信による課金が発生しない場合の表示画面例である。図３
Ｂ、Ｃに例示の表示画面は、例えば、地上デジタル放送を閲覧する「ＴＶ」アプリケーシ
ョンの実行時の一例である。
【００３３】
　図３Ｂ、Ｃの表示画面例において、色枠ｂ５は、携帯端末装置１０の表示領域の端部に
配置される。従って、コンテンツ表示領域ｄ１が携帯端末装置１０の表示領域全体に表示
される場合には、色枠ｂ５は、閲覧対象となるコンテンツ表示領域ｄ１を囲んで追加され
ている。また、図３Ｂ、Ｃに例示の色枠ｂ５に配色される色種別は、当アプリと対応する
アイコンに追加された色枠と同じ色種別で配色される。例えば、図３Ｂでは、色枠ｂ５の
色種別は、「ＴＶ」アプリケーションの利用によりデータ通信に係る従量課金が発生する
可能性があるため黄色が配色される。また、例えば、図３Ｃでは、色枠ｂ５の色種別は、
定額課金の範囲内での使用であり、データ通信による課金が発生しないため青色が配色さ
れる。
【００３４】
　なお、携帯端末装置１０は、例えば、図３Ｂ、Ｃに例示するように、表示領域ｄ２を設
け、アプリケーションの実行により発生する課金の対象となる情報を表示するとしてもよ
い。また、携帯端末装置１０は、例えば、アプリケーションの利用により従量課金が発生
する場合には、図３Ｂに例示するように、表示領域ｄ３を設け、課金額を表示するとして
もよい。課金額の表示は、例えば、後述するように積算パケット測定手段１０１で測定さ
れた積算パケット数にパケット単価を乗じて算出できる。なお、パケット単価は、携帯端
末装置１０のユーザ入力による設定としてもよく、通信サービスを提供する事業者との契
約情報から取得し設定するとしてもよい。表示領域ｄ２、ｄ３を設ける場合には、携帯端
末装置１０は、表示領域ｄ２、ｄ３のそれぞれに、色枠ｄ５と同じ色種別で配色された色
枠を追加するとしてもよい。
【００３５】
　さらに、携帯端末装置１０は、アプリケーション実行時のコンテンツ表示画面について
も、図３Ａに例示する表示画面と同じように、使用中のアプリケーションを停止する操作
ボタンｃ１を設けるとしてもよい。
【００３６】
　図３Ｂ，Ｃの表示画面例では、表示領域ｄ２には、アプリケーションの実行により発生
する課金の対象となる情報として、「データ通信」が表示されている。表示領域ｄ２は、
色枠ｄ５と同じ色種別で配色された色枠ｄ６が、表示領域ｄ２を囲み追加されている。な
お、定額課金の範囲内での使用であり、データ通信による課金が発生しない場合には、色
枠をつけない、或いは、無色（透過色）の色枠としてもよい。また、図３Ｂの例では、表
示領域ｄ３には、実行中のアプリケーションにより発生した課金額として、「課金額：１
２０円」が表示されている。表示領域ｄ３は、色枠ｄ５と同じ色種別で配色された色枠ｄ
６が、表示領域ｄ３を囲み追加されている。
【００３７】
　携帯端末装置１０は、アプリケーションの実行により発生するデータ通信といった課金
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対象となる情報、および、課金対象に係る課金額をコンテンツ表示画面に表示する。この
ため、携帯端末装置１０は、携帯端末装置１０のユーザに対し、実行中のアプリケーショ
ンに係る課金状態を意識付けることができる。
【００３８】
　図１に戻り、携帯端末装置１０は、接続バスＢ１によって相互に接続された演算部（Ｃ
ＰＵ：Central Processing Unit）１１、主記憶部１２、補助記憶部１３、無線通信部１
４、入力部１５、表示出力部１６を有する。
【００３９】
　携帯端末装置１０は、演算部１１が補助記憶部１３に記憶されたプログラムを主記憶部
１２の作業領域に実行可能に展開し、プログラムの実行を通じて周辺機器の制御を行う。
これにより、携帯端末装置１０は、所定の目的に合致した機能を実現することができる。
主記憶部１２及び補助記憶部１３は、携帯端末装置１０が読み取り可能な記録媒体である
。
【００４０】
　演算部１１は、携帯端末装置１０全体の制御を行う中央処理演算装置である。演算部１
１は、補助記憶部１３に格納されたプログラムに従って処理を行う。主記憶部１２は、演
算部１１がプログラムやデータをキャッシュしたり、作業領域を展開したりする記憶媒体
である。主記憶部１２は、例えば、ＲＡＭ（Random Access Memory）やＲＯＭ（Read Onl
y Memory）を含む。
【００４１】
　補助記憶部１３は、各種のプログラム及び各種のデータを読み書き自在に記録媒体に格
納する。補助記憶部１３には、Android、iOSといったオペレーティングシステム（Operat
ing System :ＯＳ）、各種プログラム、各種テーブル等が格納される。ＯＳは、無線通信
部１４を介して接続される外部装置等とのデータの受け渡しを行う通信インターフェース
プログラムを含む。外部装置等には、例えば、基地局を介して接続されたネットワーク上
の、他のサーバといった情報処理装置、電話や携帯端末装置といった通話機能を有する端
末機器等が含まれる。
【００４２】
　無線通信部１４は、例えば、通信基地局を含む携帯電話網等の無線ネットワーク等との
インターフェースである。補助記憶部１３は、例えば、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programma
ble ROM）、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリ、メモリカード等である。
【００４３】
　ここで、無線通信部１４は、アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信手
段の一例である。
【００４４】
　入力部１５は、ユーザ等からの操作指示等を受け付ける。入力部１５は、例えば、マイ
クロフォン、入力ボタン、入力キー、ポインティングデバイス、タッチパネル、カメラ等
の入力デバイスである。入力部１５から入力された情報は、接続バスＢ１を介して演算部
１１に通知される。
【００４５】
　表示出力部１６は、演算部１１で処理されるデータや主記憶部１２に記憶されるデータ
を出力する。表示出力部１６は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＥＬ（Electro lu
minescence）パネル、有機ＥＬパネル、スピーカ等の出力デバイスである。
【００４６】
　図１に例示の携帯端末装置１０は、演算部１１が補助記憶部１３に記憶されているＯＳ
、各種プログラムや各種データを主記憶部１２に読み出して実行する。携帯端末装置１０
は、対象プログラムの実行と共に、各種アプリケーションに係る課金形態に対応する色枠
を、アイコンの表示画面に追加する機能を実現する。また、携帯端末装置１０は、携帯端
末装置１０が参照し、或いは管理するデータの格納先として、アプリ枠色リスト１３ａ、
アプリ課金情報テーブル１３ｂ、契約情報１３ｃを補助記憶装置１３に有する。
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【００４７】
〔機能ブロック構成〕
　図４に、本実施形態の携帯端末装置１０の機能ブロック構成を例示する。本実施形態の
携帯端末装置１０は、積算パケット測定手段１０１、枠情報作成手段１０２の各機能手段
を有する。また、携帯端末装置１０は、以上の機能手段が参照するデータの格納先として
アプリ枠色リスト１３ａ、アプリ課金情報テーブル１３ｂ、契約情報１３ｃを補助記憶部
１３に有する。なお、図４に例示のアイコンファイル５は、アプリケーション搭載時に携
帯端末装置１０によって取得され、例えば、補助記憶部１３に格納される。
【００４８】
　アプリ色枠リスト１３ａには、色枠に配色される色種別がアプリケーションの課金形態
に対応付けられて格納される。アプリ色枠リスト１３ａに格納される、色枠に配色される
色種別とアプリケーションの課金形態との対応関係は、予め、携帯端末装置１０のユーザ
に通知されることが望ましい。
【００４９】
　アプリケーションの課金形態に応じた配色例として、例えば、データ通信やメール等の
通信により課金が発生しないアプリでは青色、アプリケーションの利用により従量課金が
発生する可能性がある場合には黄色とする等が提示できる。また、アプリケーションの利
用に対して月額課金が発生する場合や従量課金状態のアプリケーションには赤色、課金形
態の判定が難しいアプリケーションや、インターネット閲覧等の課金の可能性が不明なア
イコンは白色とする等が提示できる。なお、課金形態の判定が難しいアプリケーションや
、インターネット閲覧等の課金の可能性が不明なアイコンの場合では、色枠をつけない、
或いは、無色（透過色）の色枠とするとしてもよい。
【００５０】
　図５にアプリ課金情報テーブル１３ｂの一例を例示する。アプリ課金情報テーブル１３
ｂには、アプリケーションごとの利用に係る課金情報が格納される。ここで、課金情報と
は、課金の有無、仕方、種別等を分類、判断するための情報である。アプリ課金情報テー
ブル１３ｂには、例えば、アプリケーションの有料／無料、アイテムを購入する等のアプ
リ内課金の有無、月額課金／一括課金、パケット通信の有無、メール使用の有無等の課金
情報が含まれる。
【００５１】
　図５の“アプリ１”の例では、アプリケーションの有料／無料には“有料”、アプリ内
課金には“有り”、一括課金／月額課金には“月額ＸＸ円”、パケット通信の有無には“
有り”、メール使用の有無には“有り”が設定されている。また、“アプリ２”の例では
、アプリケーションの有料／無料には“有料”、アプリ内課金には“無し”、一括課金／
月額課金には“月額ＸＸ円”、パケット通信の有無には“有り”、メール使用の有無には
“無し”が設定されている。
【００５２】
　携帯端末装置１０は、アプリ課金情報テーブル１３ｂに格納される課金情報を、Androi
d（商標）対応のアプリケーションの場合、例えば、アプリケーションの説明情報である
マニフェストから取得する。マニフェストには、アプリケーションのインストール時にイ
ンストールの有無をユーザが判断できるようにするための、説明情報が含まれている。マ
ニフェストには、アプリケーションが使用する機能、例えばCOST_MONEY(料金の発生する
サービス)、MESSAGES(送受信したメッセージ)、NETWORK（ネットワーク通信）、PHONE_CA
LLS(電話/通話)、アプリケーション内課金等の許可情報が含まれる。
【００５３】
　このように、本実施形態の携帯端末装置１０は、例えば、アプリケーションのインスト
ール時に、マニフェストを参照し、上述のアプリ課金情報テーブル１３ｂに格納される課
金情報を取得すればよい。なお、iOS 対応のアプリケーションの場合では、例えば、アプ
リ情報のDescription（説明）やRating（評価）等から文章解析を行い、課金に関する情
報を取得するとしてもよい。また、同様に、Windows Phone対応のアプリケーション、ま
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たは、Windows（商標）対応のアプリケーションの場合では、例えば、ダウンロード時の
アプリケーション情報の概要から文章解析を行い、課金に関する情報を取得するとしても
よい。
【００５４】
　図４の機能ブロック図に戻り、契約情報１３ｃには、携帯端末装置１０を使用した通信
サービスを提供する事業者との契約情報が格納される。契約情報１３ｃに格納される契約
情報には、例えば、図２Ａ、２Ｂ、２Ｃに例示するデータ通信に係る料金形態が含まれる
。通信サービスを提供する事業者との契約情報は、例えば、該事業者との契約時（携帯端
末装置１０の購入時）に、該事業者において携帯端末装置１０に格納される運用とすれば
よい。
【００５５】
　図４の機能ブロック図において、積算パケット測定手段１０１は、アプリケーションの
実行に係るデータ通信時の積算された送受信パケット数を測定する。例えば、積算パケッ
ト測定手段１０１は、無線通信部１４と演算部１１との通信を監視し、アプリケーション
の実行に係るデータ通信時の送受信パケット数を取得し、所定の期間で積算する。積算す
る期間は、例えば、月単位が例示できる。積算パケット測定手段１０１は、積算したパケ
ット数を、例えば、補助記憶部１３に格納する。なお、携帯端末装置１０のＯＳ機能とし
て、データ通信に係るモニタ機能等を有する場合には、モニタ機能等で計測されたデータ
量からパケット数を求め、積算するとしてもよい。また、積算パケット測定手段１０１は
、携帯端末装置１０の通信サービスに係る契約業者のサーバ等に定期的にアクセスし、積
算パケット数を取得するとしてもよい。契約業者のサーバ等に定期的にアクセスし、積算
パケット数を取得する場合、例えば、３０分毎、１時間毎、６時間毎、１日毎といった分
単位、時単位、日単位でのアクセスが例示できる。
【００５６】
　枠情報作成手段１０２は、アプリ枠色リスト１３ａ、アプリ課金情報テーブル１３ｂ、
契約情報１３ｃ、積算パケット数を参照し、アイコンに追加する色枠の枠情報を生成する
。枠情報作成手段１０２は、搭載されるアプリケーションごとに枠情報を生成する。枠情
報作成手段１０２によって生成された枠情報は、例えば、主記憶部１２の所定の領域に一
時的に格納される。なお、枠情報作成手段１０２の詳細については、図６、７の処理の説
明で後述する。
【００５７】
　本実施形態の携帯端末装置１０は、描画処理機能により、枠情報作成手段１０２で作成
された枠情報、及び、アイコンファイル５の描画情報に基づいて、色枠が追加されたアイ
コン画像を生成する。生成されたアイコン画像は、アプリ機能を示すアイコンとして、追
加された色枠と共に、表示画面に表示される。
【００５８】
　また、本実施形態の携帯端末装置１０は、描画処理機能により、枠情報作成手段１０２
で作成された枠情報に基づいて、図３Ｂ、Ｃに例示するように、アプリケーション実行時
には、コンテンツの表示画面に色枠を追加する。アプリケーション実行時の色枠は、例え
ば、携帯端末装置１０の表示画面サイズに応じた枠のひな型を補助記憶部１３に格納し、
アプリケーション実行時にひな型を表示画面に読み出すとすればよい。携帯端末装置１０
は、例えば、半透明の色枠に、枠情報作成手段１０２で作成された枠情報に基づいて配色
し、アプリケーション実行時のコンテンツ表示画面に重畳表示させることができる。また
、携帯端末装置１０は、アプリケーション実行時のコンテンツ表示領域を予め色枠を配置
した表示画面の表示領域に表示させるよう調整してもよい。
【００５９】
　また、図３Ｂ、Ｃに例示するよう、アプリケーション実行時の表示画面に、課金対象の
情報を表示する表示領域ｄ２、課金対象に係る課金額を表示する表示領域ｄ３、操作ボタ
ンｃ１を配置する場合も、携帯端末装置１０の表示画面サイズに応じたひな型を用いると
すればよい。携帯端末装置１０は、描画処理機能により、例えば、補助記憶部１３に格納
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された、表示領域ｄ２、表示領域ｄ３、操作ボタンｃ１を含むひな形をアプリケーション
実行時に読み出し、コンテンツ表示画面に重畳表示すればよい。
【００６０】
　ここで、携帯端末装置１０の積算パケット測定手段１０１は、積算通信量を計測する手
段の一例である。また、携帯端末装置１０の描画処理機能は、描画処理部の一例である。
【００６１】
〔処理フロー〕
　以下、図６から８を参照し、本実施形態の携帯端末装置１０のアプリ機能に係る表示処
理を説明する。図６は、携帯端末装置１０の、アプリケーション実行時の通信業者との契
約形態が定額課金、或いは、従量課金である場合の色枠の配色処理のフローチャートであ
る。
【００６２】
　図６に例示するフローチャートにおいて、色枠の配色処理の開始は、例えば、電源投入
後のアイコンの一覧表示の時を提示できる。携帯端末装置１０は、補助記憶部１３を参照
し、アプリ枠色リスト１３ａの、色枠に配色される色種別がアプリケーションの課金形態
に対応付けられたリスト情報を読み出す（Ｓ１）。読み出された色枠に配色される色種別
のリスト情報は、例えば、主記憶部１２の所定の領域に一時的に格納される。
【００６３】
　携帯端末装置１０は、色枠の配色処理の対象となるアプリケーションがアプリリストに
含まれる各種アプリケーションであるかを判定する（Ｓ２）。ここで、アプリリストには
、所定のアプリ名称と対応付けられた色枠の色種別が格納されている。アプリリストには
、携帯端末装置１０がメールには青色、音楽には赤色等といったように、アプリ名称から
アプリ機能の課金状態を判別できるようにアプリ名と色枠に配色する色種別とが対応付け
られて格納される。このように、予めアプリ名称と色種別とを対応付けたリストを作成し
、アプリリストとして補助記憶部１３等に保持しておくことにより、Ｓ３－Ｓ１３の処理
を行わずとも色枠の配色判定ができるため、携帯端末装置１０の処理負担を軽減できる。
【００６４】
　携帯端末装置１０は、色枠の配色処理の対象となるアプリケーションがアプリリストに
含まれる場合（Ｓ２，Ｙｅｓ）には、アプリリストで指示された色種別を色枠に設定し（
Ｓ１６）、配色処理を終了する。一方、携帯端末装置１０は、色枠の配色処理の対象とな
るアプリケーションがアプリリストに含まれない場合（Ｓ２，Ｎｏ）には、Ｓ３－Ｓ１３
の処理を実行する。
【００６５】
　携帯端末装置１０は、Ｓ３－Ｓ７の処理で、色枠の配色処理の対象となるアプリケーシ
ョンの課金形態を判定する。先ず、携帯端末装置１０は、補助記憶部１３のアプリ課金情
報テーブル１３ｂを参照し、色枠の配色処理の対象となるアプリケーションの課金情報を
読み出す（Ｓ３）。アプリ課金情報テーブル１３ｂには、課金の有無、仕方、種別等を分
類、判断するための情報である課金情報が格納される。携帯端末装置１０は、例えば、読
み出した課金情報を主記憶部１２の所定の領域に一時的に格納し、Ｓ４－Ｓ７の処理に引
き渡す。
【００６６】
　携帯端末装置１０は、Ｓ３の処理で引き渡された課金情報が分類可能か否かを判定する
（Ｓ４）。携帯端末装置１０は、例えば、Ｓ３の処理で引き渡された課金情報に、図５に
例示する、アプリケーション利用に係る課金情報が含まれるかを判定する。例えば、携帯
端末装置１０は、アプリケーションの有料／無料、アイテムを購入する等のアプリ内課金
の有無、月額課金／一括課金、パケット通信の有無、メール使用の有無の情報が含まれる
場合には、課金情報を分類可能と判定する（Ｓ４、Ｙｅｓ）。一方、携帯端末装置１０は
、上述の課金情報が含まれない場合には（Ｓ４、Ｎｏ）、色枠を付けずに配色処理を終了
する（Ｓ１３）。なお、Ｓ１３の処理では、例えば、白色、或いは、無色（透過色）とい
った、予め、ユーザに通知された色種別を色枠に設定するとしてもよい。
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【００６７】
　携帯端末装置１０は、Ｓ４の処理で課金情報を分類可能と判断された場合には、Ｓ３の
処理で引き渡された課金情報に基づいてアプリケーション自体の利用に対する月額課金、
又は一括課金が発生するかを判定する（Ｓ５）。携帯端末装置１０は、例えば、図５のア
プリ課金情報テーブル１３ｂに例示するように、月額課金又は一括課金に対する情報が含
まれる場合には（Ｓ５、Ｙｅｓ）、アプリケーションの利用に対して月額課金が発生する
ことを示す色種別の赤色を色枠に設定し（Ｓ１２）、配色処理を終了する。
【００６８】
　一方、携帯端末装置１０は、例えば、課金情報に月額課金／一括課金の情報が含まれな
い場合には（Ｓ５、Ｎｏ）、Ｓ３の処理で引き渡された課金情報に基づいて、処理対象の
アプリケーションの通信の有無を判定する（Ｓ６）。携帯端末装置１０は、例えば、課金
情報のパケット通信の有無、メール使用の有無がそれぞれ“無し”の場合には（Ｓ６、Ｎ
ｏ）、アプリケーションの利用に対してデータ通信やメール等の通信により課金が発生し
ないことを示す色種別の青色を色枠に設定し（Ｓ１０）、配色処理を終了する。
【００６９】
　一方、携帯端末装置１０は、Ｓ６の処理で、処理対象のアプリケーションの通信が行わ
れる場合には（Ｓ６、Ｙｅｓ）、Ｓ３の処理で引き渡された課金情報に基づいて、処理対
象のアプリケーションのアプリ内課金が発生するかを判定する（Ｓ７）。
【００７０】
　携帯端末装置１０は、例えば、図５のアプリ課金情報テーブル１３ｂに例示するように
、アプリ内課金が“有り”の場合には（Ｓ７、Ｙｅｓ）、アプリケーションの利用に対し
てアプリ内課金が発生することを示す色種別の赤色を色枠に設定し（Ｓ１２）、配色処理
を終了する。一方、携帯端末装置１０は、例えば、課金情報のアプリ内課金が“無し”の
場合には（Ｓ７、Ｎｏ）、Ｓ８－Ｓ１１の処理を実行する。
【００７１】
　携帯端末装置１０は、Ｓ８－Ｓ１１の処理で、色枠の配色処理の対象となるアプリケー
ションの、データ通信に係る契約情報に基づいて課金形態を判定する。
【００７２】
　先ず、携帯端末装置１０は、補助記憶部１３を参照し、携帯端末装置１０の通信サービ
スを提供する事業者との契約情報１３ｃを読み出す（Ｓ８）。携帯端末装置１０は、例え
ば、読み出した契約情報１３ｃを主記憶部１２の所定の領域に一時的に格納し、Ｓ９の処
理に引き渡す。
【００７３】
　携帯端末装置１０は、Ｓ８の処理で引き渡された契約情報１３ｃから通信サービスに係
る契約形態が定額課金か従量課金か判定する（Ｓ９）。そして、携帯端末装置１０は、Ｓ
８の処理で引き渡された契約情報１３ｃから通信サービスに係る契約形態がパケット定額
といった定額課金の場合には（Ｓ９、パケット定額）、アプリケーションの利用の際にデ
ータ通信による課金が発生しないことを示す色種別の青色を色枠に設定し（Ｓ１０）、配
色処理を終了する。また、帯端末装置１０は、Ｓ８の処理で引き渡された契約情報１３ｃ
から通信サービスに係る契約形態が従量制といった従量課金の場合には（Ｓ９、従量制）
、アプリケーションの利用の際にデータ通信による従量課金が発生する可能性があること
を示す色種別の黄色を色枠に設定し（Ｓ１１）、配色処理を終了する。
【００７４】
　以上、説明したように、本実施形態の携帯端末装置１０では、アプリケーションの課金
情報に基づいてアプリ機能に対する課金形態を判定し、通信業者との契約情報に基づいて
アプリ利用に係る通信サービスの課金形態を判定する。このため、本実施形態の携帯端末
装置１０は、アプリケーション使用時の課金形態を判別することができる。そして、本実
施形態の携帯端末装置１０は、判別した課金形態に対応した色種別の色枠を設定すること
ができる。この結果、本実施形態の携帯端末装置１０は、例えば、アプリケーション搭載
時に、アプリケーション使用に係る課金形態に応じた色枠をアイコン生成の際に追加でき
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るため、携帯端末装置１０に搭載されるアプリケーションと課金形態との関係を明確にで
きる。
【００７５】
　ここで、携帯端末装置１０で実行されるＳ３の処理は、アプリケーションごとに定めら
れた第1の課金情報を取得するステップの一例である。また、携帯端末装置１０の演算部
（ＣＰＵ）１１等は、アプリケーションごとに定められた第1の課金情報を取得する手段
の一例として、Ｓ３の処理を実行する。
【００７６】
　また、携帯端末装置１０で実行されるＳ８の処理は、アプリケーションを実行する携帯
端末装置ごとに定められた課金情報であって、通信手段により送受信されるデータの通信
量と対応付けられた第２の課金情報を取得するステップの一例である。また、携帯端末装
置１０の演算部（ＣＰＵ）１１等は、アプリケーションを実行する携帯端末装置ごとに定
められた課金情報であって、通信手段により送受信されるデータの通信量と対応付けられ
た第２の課金情報を取得する手段の一例として、Ｓ８の処理を実行する。
【００７７】
　また、携帯端末装置１０で実行されるＳ４－Ｓ７，Ｓ９の処理は、第１の課金情報、及
び、第２の課金情報とからアプリケーションの使用に係る課金の形態を判定するステップ
の一例である。また、携帯端末装置１０の演算部（ＣＰＵ）１１等は、第１の課金情報、
及び、第２の課金情報とからアプリケーションの使用に係る課金の形態を判定する手段の
一例として、Ｓ４－Ｓ７，Ｓ９の処理を実行する。
【００７８】
　また、携帯端末装置１０で実行されるＳ１０－Ｓ１２の処理は、課金の形態に応じて、
アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する表示情報の属性を決定するステッ
プの一例である。また、携帯端末装置１０の演算部（ＣＰＵ）１１等は、課金の形態に応
じて、アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する表示情報の属性を決定する
手段の一例として、Ｓ１０－Ｓ１２の処理を実行する。
【００７９】
　次に、図７に例示のフローチャートを参照し、積算パケット数に応じて色枠の色種別を
配色する配色処理について説明する。図７に例示の処理では、携帯端末装置１０は、例え
ば、通信業者との契約形態が２段階定額を含む場合や、アプリケーション実行時の動的な
課金状態に応じて色枠の配色処理を行うことができる。
【００８０】
　図７に例示の配色処理と図６に例示の配色処理とは、Ｓ２１－Ｓ２３の処理を実行する
ことで相違する。以下の説明では、図６に例示の配色処理と相違するＳ２１－Ｓ２３の処
理を主に説明する。
【００８１】
　図７に例示のフローチャートにおいて、Ｓ９の処理では、携帯端末装置１０は、Ｓ８の
処理で引き渡された契約情報１３ｃから通信サービスに係る契約形態が、定額課金か従量
課金か２段階定額かを判定する。そして、携帯端末装置１０は、Ｓ８の処理で引き渡され
た契約情報１３ｃから通信サービスに係る契約形態が２段階定額の場合には（Ｓ９、２段
階定額）、補助記憶部１３に格納された積算パケット数を読み出す（Ｓ２１）。携帯端末
装置１０は、例えば、読み出した積算パケット数を主記憶部１２の所定の領域に一時的に
格納し、Ｓ２２の処理に引き渡す。なお、積算パケット数については、積算パケット測定
手段１０１で説明した。
【００８２】
　Ｓ２２の処理では、携帯端末装置１０は、Ｓ２１の処理で引き渡された積算パケット数
に基づいて多段階に設定された閾値との比較判定を行う。携帯端末装置１０は、２段階の
定額課金を判定するため、例えば、閾値Ａ、閾値Ｂ、閾値Ｃを判定条件に有する。これら
各閾値は、例えば、補助記憶部１３に格納される。なお、以下の説明では、閾値Ａ、閾値
Ｂ、閾値Ｃを判定条件として説明するが、さらに閾値を設け、積算パケット数に応じた課
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金状態を判定するとしてもよい。この場合、色枠に配色される色種別はそれぞれの閾値と
の比較で判定される課金状態に対応付けされた複数の色種別を使用すればよい。
【００８３】
　２段階の定額課金を判定するための各閾値は、例えば、図２Ｃに例示するように閾値Ａ
＜閾値Ｂ＜閾値Ｃの関係にある。閾値Ａ、Ｂ、Ｃは、例えば、携帯端末装置１０によって
使用された積算パケット数に対する条件値である。閾値Ｃは、積算パケット数が閾値Ｃを
超えると相対的に高い定額料金に移行することを判定する積算パケット数値である。同様
に、閾値Ｂは、例えば、積算パケット数が閾値Ｂを超えると相対的に低い定額料金から従
量課金に移行することを判定する積算パケット数値である。閾値Ａは、例えば、積算パケ
ット数が閾値Ａを超えると相対的に低い定額料金から従量課金に移行する可能性があるこ
とを判定する積算パケット数値である。なお、閾値Ａは、閾値Ｂに対して所定の割合を乗
じた積算パケット数値としてもよく、例えば、閾値Ｂに対し８割の積算パケット数値とし
て設定できる。本実施形態の携帯端末装置１０は、Ｓ２１の処理で引き渡された積算パケ
ット数と各閾値との比較を行い、色枠の配色処理を行う。
【００８４】
　携帯端末装置１０は、例えば、各閾値との比較の結果、Ｓ２１の処理で引き渡された積
算パケット数が閾値Ａ未満、或いは、閾値Ｃ以上である場合には（Ｓ２２、閾値0～A内，
C以上）、アプリケーションの利用の際にデータ通信による課金が発生しないと判定する
。そして、携帯端末装置１０は、例えば、データ通信による課金が発生しないことを示す
色種別の青色を色枠に設定し（Ｓ１０）、Ｓ２３の処理に移行する。
【００８５】
　また、携帯端末装置１０は、各閾値との比較の結果、Ｓ２１の処理で引き渡された積算
パケット数が閾値Ａ以上、且つ、閾値Ｂ未満の場合には（Ｓ２２、閾値A～B内）、アプリ
ケーションの利用の際にデータ通信による従量課金が発生する可能性があると判定する。
そして、携帯端末装置１０は、例えば、データ通信による従量課金が発生する可能性があ
ることを示す色種別の黄色を色枠に設定し（Ｓ１１）、Ｓ２３の処理に移行する。
【００８６】
　さらに、携帯端末装置１０は、各閾値との比較の結果、Ｓ２１の処理で引き渡された積
算パケット数が閾値Ｂ以上、且つ、閾値Ｃ未満の場合には（Ｓ２２、閾値B～C内）、アプ
リケーションの利用の際に従量課金状態であると判定する。そして、携帯端末装置１０は
、例えば、従量課金状態であることを示す色種別の赤色を色枠に設定し（Ｓ１２）、Ｓ２
３の処理に移行する。
【００８７】
　このように、本実施形態の携帯端末装置１０は、通信サービスに係る契約形態に２段階
の定額課金が含まれる場合であっても、積算パケット数と多段階に設定された閾値との比
較を行うことにより、アプリケーション使用時の課金形態を判別できる。この結果、本実
施形態の携帯端末装置１０は、携帯端末装置１０に搭載されるアプリケーションと課金形
態との関係を、積算パケット数に応じてより詳細に明確化することができる。
【００８８】
　Ｓ２３の処理では、携帯端末装置１０は、当該配色処理の対象となるアプリケーション
が実行中であるかを判定する。携帯端末装置１０は、当該アプリケーションが実行中でな
い場合は（Ｓ２３、Ｎｏ）、配色処理を終了する。アプリケーションが実行中でない場合
には、携帯端末装置１０の起動時に図７の配色処理を実行すればよいからである。一方、
携帯端末装置１０は、当該アプリケーションが実行中の場合は（Ｓ２３、Ｙｅｓ）、Ｓ１
の処理に戻り、Ｓ１－Ｓ２３の処理を繰り返す。
【００８９】
　例えば、携帯端末装置１０は、アイコン等に対してタップ等の所定の操作が行われたか
を判定し、且つ、アプリケーション停止操作のボタン操作等が行われていないかを判定し
、当該アプリの実行中を判定するとしてもよい。また、携帯端末装置１０は、例えば、無
線通信部１４と演算部１１との通信を監視し、送受信パケットの検出により、アプリケー
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ション実行中と判定するとしてもよい。
【００９０】
　このように、本実施形態の携帯端末装置１０では、アプリケーション実行中であっても
、データ通信に係る積算パケット数により、アプリケーション使用時の課金形態を動的に
判別することができる。この結果、本実施形態の携帯端末装置１０は、例えば、図３Ｂ，
Ｃに例示するように、アプリ実行時の表示画面に配置された色枠の色種別をデータ通信に
係る課金状態に応じて変更することができる。携帯端末装置１０のユーザは、例えば、ア
プリ実行中の表示画面に表示されたコンテンツの閲覧と共に、データ通信に係る課金状態
を示す色種別が配色された色枠を確認することができる。また、例えば、図３Ｂに例示す
るように、データ通信に係る積算パケット数に応じて課金額等の表示を行うことができる
。このため、本実施形態の携帯端末装置１０は、携帯端末装置１０のユーザに対し、実行
中のアプリケーションに係る課金状態を意識付けさせることができる。例えば、携帯端末
装置１０のユーザは、コンテンツの閲覧時の表示画面に配置された色枠の青色から黄色と
いった動的な配色変化を確認し、使用中のアプリ機能を停止することができる。
【００９１】
　ここで、携帯端末装置１０で実行されるＳ２１－２２の処理は、アプリケーションの実
行中の前記積算された積算通信量に応じてデータの通信量と対応付けられた第２の課金情
報に係る課金の状態を判定するステップの一例である。また、携帯端末装置１０の演算部
（ＣＰＵ）１１等は、アプリケーションの実行中の前記積算された積算通信量に応じてデ
ータの通信量と対応付けられた第２の課金情報に係る課金の状態を判定するアプリケーシ
ョンごとに定められた第1の課金情報を取得する手段の一例として、Ｓ２１－２２の処理
を実行する。
【００９２】
　図８に、使用中のアプリケーションを停止する操作ボタン処理のフローチャートを例示
する。図８に例示の処理は、例えば、図３に例示するように、使用中のアプリケーション
を停止する操作ボタンｃ１の操作に係るフローチャートである。
【００９３】
　図８に例示のフローチャートにおいて、携帯端末装置１０は、図３に例示の操作ボタン
ｃ１の押下を判定する（Ｓ３１）。携帯端末装置１０は、例えば、表示画面に表示された
操作ボタンｃ１に対するタップ操作等を検出し、図３に例示の操作ボタンｃ１の押下を判
定する。携帯端末装置１０は、表示画面に表示された操作ボタンｃ１に対するタップ操作
等を検出しない場合には（Ｓ３１、Ｎｏ）、タップ操作等を検出するまで待機する。そし
て、携帯端末装置１０は、表示画面に表示された操作ボタンｃ１に対するタップ操作等を
検出した場合には（Ｓ３１、Ｙｅｓ）には、起動中（使用中）のアプリケーションを確認
し、確認したアプリケーションを停止する（Ｓ３２－Ｓ３３）。
【００９４】
　本実施形態の携帯端末装置１０は、使用中のアプリケーションを停止する操作ボタンｃ
１を、色枠の追加されたアイコンの表示画面等に設けることにより、簡易に、使用中のア
プリケーションに係る課金状態を停止させることができる。この結果、携帯端末装置１０
は、例えば、携帯端末等の使い方に不慣れなユーザ、特に年配のユーザに対し、視覚的に
判り易い停止ボタンを表示し、明確化できる。このため、本実施形態の携帯端末装置１０
は、年配のユーザ等に対してアイコン操作に対する安心感を与えることができる。使用中
のアプリケーションに係る課金状態を止める方法が不明であるため、アイコンに触りにく
いといった傾向を解消することができる。
【００９５】
＜変形例＞
　以上に説明した、本実施形態の携帯端末装置１０の課金状態に対応する配色処理は、例
えば、図３Ａに例示するように、携帯端末装置１０で使用可能な各種アプリケーションを
提供する「アプリストア」のアプリケーションについて事前に実行するとしてもよい。例
えば、携帯端末装置１０は、「アプリストア」に含まれる各種アプリケーションに対し、
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アプリ利用に係る課金の有無やデータ通信に係る課金の有無等の情報をマニフェストとい
った説明情報から事前に取得し、課金形態に応じた色種別に沿って配色された色枠を追加
してもよい。携帯端末装置１０のユーザは、表示された「アプリストア」に含まれる各種
アプリケーションの色枠により、それぞれのアプリケーションの課金形態をアプリ搭載前
に判別することができる。
【００９６】
　また、以上の説明では色枠として説明したが、課金状態と対応付けされた色種別が表示
画面上で判断できれば、他の形態であってもよい。例えば、アイコンを囲む矩形の透明な
枠の角部に配色できる色のポケットを追加するとしてもよい。また、アプリケーションの
課金形態が判別できれば、例えば、無色の形状であってもよい。例えば、データ通信等に
より課金が発生しないアプリケーションのアイコン等は無色の矩形で囲むとし、データ通
信による従量課金が発生する可能性があるアプリケーションのアイコン等は無色の三角形
で囲むとしてもよい。また、従量課金状態や、アプリ課金等が発生する場合には丸形や星
形で囲むとしてもよい。
【００９７】
《コンピュータが読み取り可能な記録媒体》
　コンピュータその他の機械、装置（以下、コンピュータ等）に上記いずれかの機能を実
現させるプログラムをコンピュータ等が読み取り可能な記録媒体に記録することができる
。そして、コンピュータ等に、この記録媒体のプログラムを読み込ませて実行させること
により、その機能を提供させることができる。
【００９８】
　ここで、コンピュータ等が読み取り可能な記録媒体とは、データやプログラム等の情報
を電気的、磁気的、光学的、機械的、または化学的作用によって蓄積し、コンピュータ等
から読み取ることができる記録媒体をいう。このような記録媒体のうちコンピュータ等か
ら取り外し可能なものとしては、例えばフレキシブルディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ／Ｗ、ＤＶＤ、ブルーレイディスク、ＤＡＴ、８ｍｍテープ、フラッシ
ュメモリなどのメモリカード等がある。また、コンピュータ等に固定された記録媒体とし
てハードディスクやＲＯＭ等がある。
【００９９】
《その他》
　以上の実施形態は、さらに以下の付記と呼ぶ態様を含む。以下の各付記に含まれる構成
要素は、他の付記に含まれる構成と組み合わせることができる。
（付記１）
　アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信手段と、
　前記アプリケーションごとに定められた第１の課金情報を取得する手段と、
　前記アプリケーションを実行する携帯端末装置ごとに定められた課金情報であって、前
記通信手段により送受信されるデータの通信量と対応付けられた第２の課金情報を取得す
る手段と、
　前記第１の課金情報、及び、前記第２の課金情報とから前記アプリケーションの使用に
係る課金の形態を判定する手段と、
　前記課金の形態に応じて、前記アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する
表示情報の属性を決定する手段と、
　を備える携帯端末装置。
（付記２）
　前記通信手段により送受信されるデータの通信量から積算された積算通信量を計測する
手段をさらに備え、
　前記課金の形態を判定する手段は、前記アプリケーションの実行中の前記積算された積
算通信量に応じて前記データの通信量と対応付けられた前記第２の課金情報に係る課金の
状態を判定する、付記１に記載の携帯端末装置。
（付記３）
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　前記アプリケーションの実行中の前記積算された積算通信量に基づいて算出された課金
額を、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と
同じ表示画面に表示する描画処理部をさらに備える、付記２に記載の携帯端末装置。
（付記４）
　前記描画処理部は、さらに、前記アプリケーションの実行を停止する操作ボタンを、前
記表示情報の属性を判定する手段で判定された表示情報と共に表示されるアイコン画像、
または、アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と同
じ表示画面に表示する、付記１から３の何れか一の付記に記載の携帯端末装置。
（付記５）
　前記表示情報は、前記表示画像、または、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受
信されたデータを表示する表示画像を囲む色枠であり、前記表示情報の属性は前記色枠に
配色される色種別である、付記１から４の何れか一の付記に記載の携帯端末装置。
（付記６）
　コンピュータが、
　アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信ステップと、
　前記アプリケーションごとに定められた第１の課金情報を取得するステップと、
　前記アプリケーションを実行する携帯端末装置ごとに定められた課金情報であって、前
記通信ステップにより送受信されるデータの通信量と対応付けられた第２の課金情報を取
得するステップと、
　前記第１の課金情報、及び、前記第２の課金情報とから前記アプリケーションの使用に
係る課金の形態を判定するステップと、
　前記課金の形態に応じて、前記アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する
表示情報の属性を決定するステップと、
　を実行する画面表示方法。
（付記７）
　前記通信手段により送受信されるデータの通信量から積算された積算通信量を計測する
ステップをさらに実行し、
　前記課金の形態を判定するステップは、前記アプリケーションの実行中の前記積算され
た積算通信量に応じて前記データの通信量と対応付けられた第２の課金情報に係る課金の
状態を判定する、付記６に記載の画面表示方法。
（付記８）
　前記アプリケーションの実行中の前記積算された積算通信量に基づいて算出された課金
額を、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と
同じ表示画面に表示する描画処理部をさらに備える、ことを実行する付記７に記載の画面
表示方法。
（付記９）
　前記描画処理部は、さらに、前記アプリケーションの実行を停止する操作ボタンを、前
記表示情報の属性を判定する手段で判定された表示情報と共に表示されるアイコン画像、
または、アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と同
じ表示画面に表示する、ことを実行する付記６から８の何れか一の付記に記載の画面表示
方法。
（付記１０）
　前記表示情報は、前記表示画像、または、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受
信されたデータを表示する表示画像を囲む色枠であり、前記表示情報の属性は前記色枠に
配色される色種別である、付記６から９の何れか一の付記に記載の画面表示方法。
（付記１１）
　コンピュータに、
　アプリケーションの実行に伴うデータを送受信する通信ステップと、
　前記アプリケーションごとに定められた第１の課金情報を取得するステップと、
　前記アプリケーションを実行する携帯端末装置ごとに定められた課金情報であって、前
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得するステップと、
　前記第１の課金情報、及び、前記第２の課金情報とから前記アプリケーションの使用に
係る課金の形態を判定するステップと、
　前記課金の形態に応じて、前記アプリケーションごとに表示される表示画像に追加する
表示情報の属性を決定するステップと、
　を実行させるための画面表示プログラム。
（付記１２）
　前記通信手段により送受信されるデータの通信量から積算された積算通信量を計測する
ステップをさらに実行させ、
　前記課金の形態を判定するステップは、前記アプリケーションの実行中の前記積算され
た積算通信量に応じて前記データの通信量と対応付けられた第２の課金情報に係る課金の
状態を判定する、ことを実行させる付記１１に記載の画面表示プログラム。
（付記１３）
　前記アプリケーションの実行中の前記積算された積算通信量に基づいて算出された課金
額を、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と
同じ表示画面に表示する描画処理部をさらに備える、ことを実行させる付記１２に記載の
画面表示プログラム。
（付記１４）
　前記描画処理部は、さらに、前記アプリケーションの実行を停止する操作ボタンを、前
記表示情報の属性を判定する手段で判定された表示情報と共に表示されるアイコン画像、
または、アプリケーションごとの実行に伴い送受信されたデータを表示する表示画像と同
じ表示画面に表示する、ことを実行させる付記１１から１３の何れか一の付記に記載の画
面表示プログラム。
（付記１５）
　前記表示情報は、前記表示画像、または、前記アプリケーションごとの実行に伴い送受
信されたデータを表示する表示画像を囲む色枠であり、前記表示情報の属性は前記色枠に
配色される色種別である、付記１１から１４の何れか一の付記に記載の画面表示プログラ
ム。
【符号の説明】
【０１００】
１　　情報処理システム
５　　アイコンファイル
１０　携帯端末装置
１１　演算部
１２　主記憶部
１３　補助記憶部
１３ａ　アプリ枠色リスト
１３ｂ　アプリ課金情報テーブル
１３ｃ　契約情報
１４　無線通信部
１５　入力部
１６　表示出力部
１０１　積算パケット測定手段
１０２　枠情報作成手段
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